
『
喜
寿
』
、
自
分

で
は
ま
だ
ま
だ
遠
い

事
の
よ
う
に
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
齢
を

重
ね
い
つ
の
間
に
か

こ
の
年
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

退
官
時
に
は
援
護

室
の
皆
様
方
の
ご
尽

力
に
よ
り
一
般
企
業

に
就
職
す
る
こ
と
が

で
き
、
十
四
年
余
り

勤
務
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
間
に
子
供
は

社
会
人
に
な
り
巣
立

ち
、
私
は
会
社
勤
務

の
傍
ら
趣
味
の
卓
球

を
継
続
し
て
お
り
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
・

全
国
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

大
会
に
参
加
し
石
川

県
・
長
崎
県
等
多
く

の
地
方
に
行
く
こ
と

が
で
き
順
風
満
帆
で

あ
り
ま
し
た
が
、
六

十
歳
半
ば
を
過
ぎ
た

頃
に
、
左
足
付
け
根

部
分
に
痛
み
を
感
じ
、

近
く
の
病
院
で
数
年

に
わ
た
り
治
療
を
受

け
て
い
ま
し
た
が
、

痛
み
は
増
す
ば
か
り

で
し
た
。

そ
の
後
、
浜
松
医

科
大
学
病
院
を
受
診

し
、
結
果
「
変
形
性

股
関
節
症
」
と
診
断

さ
れ
、
「
人
工
関
節

全
置
換
手
術
」
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
後
リ
ハ
ビ
リ

に
励
み
痛
み
も
無
く

な
り
正
常
に
歩
行
が

で
き
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
が
、
五
年
後

に
右
足
も
左
足
同
様

の
痛
み
を
生
じ
た
為
、

左
足
と
同
じ
手
術
を

施
し
リ
ハ
ビ
リ
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

結
果
、
全
く
違
和
感

な
く
歩
行
が
可
能
と

な
り
、
改
め
て
健
康

で
あ
る
こ
と
の
有
り

難
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

現
在
は
、
リ
ハ
ビ

リ
を
兼
ね
て
速
足
歩

行
及
び
週
三
日
程
度

の
卓
球
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
リ
ハ
ビ

リ
を
継
続
し
身
体
と

相
談
し
な
が
ら
、
卓

球
の
練
習
に
励
み
、

全
国
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

大
会
に
再
び
出
場
す

る
こ
と
を
目
指
し
つ

つ
、
孫
の
成
長
を
楽

し
み
に
、
残
さ
れ
た

人
生
を
健
康
で
楽
し

く
過
ご
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

令
和
7
年
３
月
29

日
（
土
）
熊
谷
基
地

さ
く
ら
祭
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

昨
年
の
熊
谷
基
地
の

桜
は
蕾
の
状
態
で
の

さ
く
ら
祭
と
な
り
、

今
年
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

桜
は
１
～
２
分
咲
き
、

残
念
な
が
ら
29
日
当

日
は
朝
か
ら
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
風
も

あ
り
、
寒
い
一
日
で

し
た
。
熊
谷
は
前
日

の
28
日
に
開
花
宣
言

が
出
さ
れ
、
日
中
の

最
高
気
温
も
夏
日
で

半
袖
が
ち
ょ
う
ど
良

い
く
ら
い
の
陽
気
で

し
た
が
、
29
日
は
一

転
最
高
気
温
が
前
日

の
最
低
気
温
に
及
ば

な
い

14.2
℃
、
最
低
気

温
は
6.7
℃
と
冬
に
逆

戻
り
の
気
温
と
な
り

ま
し
た
。
午
前
中
に

入
門
し
ま
し
た
が
、

吐
く
息
が
白
く
な
る

ほ
ど
で
寒
さ
に
震
え

ま
し
た
。
例
年
天
気

が
良
け
れ
ば
大
勢
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、

道
路
も
人
で
溢
れ
か

え
る
ほ
ど
に
な
り
ま

す
が
、
今
年
は
雨
に

泣
か
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
も

今
回
の
さ
く
ら
祭
の

目
玉
は
こ
の
日
に
合

わ
せ
て
お
披
露
目
さ

れ
た
「
Ｔ
|
４
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
」
の
機

体
の
屋
外
展
示
。
国

内
に
は
本
機
を
含
め

て
４
機
の
Ｔ
|
４
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
機

が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
屋
外
に
展
示

さ
れ
て
い
る
の
は
熊

谷
基
地
の
み
だ
そ
う

で
す
。
場
所
は
基
地

正
門
を
入
っ
た
右
手
、

本
部
庁
舎
の
前
に
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

正
門
前
の
道
路
か
ら

外
柵
越
し
に
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
４

月
９
日
か
ら
は
毎
週

水
曜
日
と
土
曜
日
に

一
般
公
開
さ
れ
る
そ

う
で
す
。

一
般
公
開
の
集
合
場

所
は
基
地
正
門
前
、

集
合
時
間
は
13
時
30

分
で
公
開
時
間
30
分

程
度
。
行
か
れ
る
方

は
基
地
内
に
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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喜
寿
の
喜
び

鈴木 覚 隊友

昭和24年1月30日生まれ

令
和
７
年
度
浜
松
支
部
定
期
総
会

浜
松
支
部
定
期
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

記

一

日
時

令
和
７
年
７
月
13
日
（
日
）

10
時
30
分
～
12
時
00
分

二

場
所

ア
ク
ト
コ
ン
グ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
2
階
21
会
議
室

（
静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
板
屋
町

111-1
）

三

行
事
次
第

「
総
会
」

10
時
30
分
～
12
時
00
分

四

出
欠
通
知

同
封
の
は
が
き
に
て
、
令
和
７
年
６
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
出
・

欠
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
欠
席
の
場
合
の
議
決
権
行
使
に
あ
た
り
、
支
部
長

に

一
任
さ
れ
る
場
合
は
、
「
委
任
状
」
の
送
付
は
省
略
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

五

そ
の
他

弁
当
を
準
備
し
ま
し
た
の
で
、
総

会
終
了
後
に
会
議
室
で
食
事
を
す

る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
お
持

ち
帰
り
も
可
能
で
す
。

そ
の
他
に
ご
不
明
な
点
等
が
あ

れ
ば
左
記
の
担
当
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

令
和
７
年
熊
谷
基
地
さ
く
ら
祭

担当：支部長

TEL090-1833-5919



前
回
の
知
覧
特
攻

平
和
記
念
館
に
続
き

第
４
弾
は
筑
前
町
太

刀
洗
平
和
記
念
館
で

す
。

太
刀
洗
飛
行
場
は
大

正
５
年
に
陸
軍
が
計

画
し
、
大
正
10
年
10

月
に
完
成
し
た
飛
行

場
で
す
。
当
時
は
、

中
国
大
陸
に
向
か
う

航
空
隊
の
中
継
地
点

の
役
割
、
海
岸
か
ら

距
離
が
あ
り
敵
艦
隊

の
艦
砲
射
撃
の
影
響

を
受
け
な
い
こ
と
、

飛
行
場
に
適
し
た
広

大
で
障
害
物
の
な
い

場
所
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
考
慮
さ
れ
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、

太
刀
洗
飛
行
場
は
東

洋
一
の
規
模
を
誇
り
、

飛
行
場
を
中
心

と
し
た
一
大
軍

都
が
存
在
し
、

歴
史
的
な
役
割

を
果
た
し
な
が

ら
大
き
く
発
展

し
ま
し
た
。
そ

れ
故
、
昭
和
20

年
に
入
り
米
軍

の
大
空
襲
の
標

的
と
な
り
、
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
、
民

間
人
含
む
多
く
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。

ま
た
、
太
刀
洗
飛
行

場
は
特
攻
隊
の
中
継

基
地
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
九

州
各
地
の
基
地
へ
数

多
く
の
特
攻
隊
員
の

出
撃
を
見
送
っ
た
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。

太
刀
洗
町
出
身
の
同

期
が
太
刀
洗
飛
行
場

の
歴
史
や
飛
行
場
が

東
洋
一
の
広
大
な
飛

行
場
で
あ
っ
た
こ
と

を
熱
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
（
筑
前
町
太

刀
洗
平
和
記
念
館
か

ら
北
東
方
向
に
見
え

る
三
箇
山
の
麓
（
約

５
㎞
）
ま
で
）
。
今
、

飛
行
場
跡
地
は
住
宅
、

工
場
等
が
立
ち
並
び
、

昔
の
面
影
を
感
じ
さ

せ
な
い
ほ
ど
発
展
し

て
い
ま
す
。
そ
の
跡

地
の
一
角
に
今
は
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
福
岡
工

場
が
あ
り
、
工
場
正

面
の
キ
リ
ン
花
園

（
約
７ha

）
で
約
１
，

０
０
０
万
本
の
コ
ス

モ
ス
が
咲
き
乱
れ
大

変
き
れ
い
だ
そ
う
で

す
。
期
間
中
は
キ
リ

ン
コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス

タ
と
銘
打
っ
て
花
園

が
開
放
さ
れ
る
そ
う

で
す
。
ビ
ー
ル
工
場

見
学
も
あ
り
ビ
ー
ル

の
試
飲
も
で
き
る
そ

う
で
す
。

私
た
ち
が
訪
れ
た
の

は
キ
リ
ン
コ
ス
モ
ス

フ
ェ
ス
タ
の
前
日
だ
っ

た
た
め
混
雑
は
な
く
、

コ
ス
モ
ス
の
開
花
は

１
・
２
週
間
早
か
っ

た
よ
う
で
、
ほ
と
ん

ど
咲
い
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
咲
い
て
い

れ
ば
イ
ン
ス
タ
映
え

間
違
い
な
し
で
、
壮

観
な
風
景
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

た
だ
、
帰
宅
し
て
キ

リ
ン
コ
ス
モ
ス
フ
ェ

ス
タ
の
様
子w

e
b

で

見
よ
う
と
開
い
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が

ら
2025
年
以
降
キ
リ
ン

コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス
タ

は
中
止
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
本
題
の
筑
前

町
太
刀
洗
平
和
記
念

館
で
す
。
記
念
館
は

町
立
の
記
念
館
で
旧

太
刀
洗
飛
行
場
の
航

空
技
術
兵
学
校
第
五

航
空
教
育
隊
正
門
近

く
に
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
目
の
前
が
西

鉄
大
牟
田
線
太
刀
洗

駅
で
す
。
休
館
日
は

年
末
（
12
月
26
日
か

ら
31
日
ま
で
）
の
み
、

開
館
時
間

0900
～

1700
、

入
館
料
は
大
人
600
円
、

高
校
生
500
円
、
小
中

学
生
は
400
円
で
す
。

館
内
に
は
ゴ
ジ
ラ

-1.0

で
有
名
に
な
っ
た
18

試
局
地
戦
闘
機
（
震

電
）
、
世
界
で
唯
一

現
存
す
る
零
式
艦
上

戦
闘
機
32
型
、
97
式

戦
闘
機
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
に
も
飛
行
場
史
、

航
空
技
術
、
戦
争
の

惨
禍
を
紹
介
し
、
特

攻
隊
の
遺
品
等
も
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
に
は
漫
画

家
松
本
零
士
先
生
と

関
係
す
る
展
示
物
も

あ
り
意
外
で
し
た
。

た
だ
、
ど
う
し
て
も

そ
の
前
に
行
っ
た
知

覧
特
攻
平
和
記
念
館

と
比
べ
て
し
ま
う
と

展
示
物
が
少
な
い
の

は
否
め
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
の
記
念
館
に
し

か
な
い
も
の
も
あ
り
、

そ
れ
な
り
に
内
容
は

充
実
し
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
記
念
館

の
周
辺
も
含
め
て
見

学
は
２
時
間
く
ら
い

あ
れ
ば
十
分
か
な
と

い
う
感
じ
で
し
た
。

長
々
と
４
回
に
わ
た
っ

て
掲
載
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
４
つ
の

施
設
に
思
い
切
っ
て

行
っ
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
い
ま

し
た
。
て
つ

の
く
じ
ら
館

で
は
四
方
を

海
に
囲
ま
れ

た
海
洋
国
家
・

日
本
を
守
る

潜
水
艦
・
海

上
自
衛
隊
の
重
要
性

を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
以
外
の
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
は
決

し
て
戦
争
や
特
攻
を

賛
美
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
後
世
に
正

し
く
伝
え
、
恒
久
の

平
和
を
祈
念
す
る
想

い
に
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
我
々
の
世
代
が

今
の
繁
栄
と
平
和
を

享
受
で
き
て
い
る
の

は
こ
の
よ
う
に
多
く

の
尊
い
犠
牲
の
う
え

に
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
、

気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
先
の
大
戦

で
若
く
し
て
犠
牲
に

な
ら
れ
た
多
く
の
英

霊
に
深
く
感
謝
す
る

と
と
も
に
慰
霊
の
念

を
強
く
し
た
旅
で
し

た
。

中
谷

記
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浜松支部行事予定 浜 松 支 部 の 会 勢

◎一水会:6月4日、7月2日、8月6日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

◎富士火力演習見学会:6月3日(火)

◎浜松基地七夕まつり:7月4日(金)

◎浜松支部総会:7月13日(日)

アクトコングレスセンター

編 集 後 記

数字で見る支部活動(R7.1.6 現在)

★実勢会員数：３３０名

正会員：３０３名

特別会員： ２７名

★「隊友はままつ」発行部数：６００部

手配り：５１部

メール便：２６４部

郵送:０部

基地内配布：２４５部

その他:４０部

九
州
旅
行
記

そ
の
三

後
編

「
知
覧
特
攻
平
和
記
念
館
と
筑
前
町
太
刀
洗
平
和
記
念
館
」

新緑が目に鮮やかな季節となりま

した。鮮やかな色彩が目に入ると、

なんだか気分まで華やいできますね。

ゴールデンウィークは皆様いかが過

ごされましたか？私は久しぶりに実

家に帰ってきました。新幹線が混雑

するのではと思っていましたが以外

に人が少なくて、外国の方の旅行者

が多かったと感じました。まだ、コ

ロナの影響があるのでしょうか? http://taiyukai.or.jp/wordpress/

隊
友
の
訃
報

干
田
尾

一

隊
友

（
元
空
自

空
実
団
）

令
和
7
年
5
月
10
日

告
別
式

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す


